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1. 活動報告 

＜9 月＞ 

9 月は 17model のコンセプトとパッケージング決

めを行いました．16model の反省を技術面と運営面

に分けて話し合いを行い，エンデュランスをリタイ

アした原因の究明や運営方法の改善に尽力しました．

チームで話し合った結果，17model の目標を｢シング

ルフィニッシュ｣とし，車両コンセプトを｢コーナリ

ング性能の向上｣としました．学生フォーミュラ大会

で使用されているコースのレイアウトは中低速のコ

ーナーがメインのタイトなコースとなっています．

そのコースで速いタイムを刻み、高得点を目指すに

は旋回性能が高い車両を設計し，製作する必要があ

ります．そこで，17model の車両コンセプトを｢コー

ナリング性能の向上｣としました．その後，コンセプ

トを達成するための車両諸元を，テクニカルディレ

クター(以後，TD)や各班長を中心に決めていきまし

た．決定した 17modelの車両諸元を表 1に示します． 

 

表 1 車両諸元表 

 16model 17model(目標値) 

全高 1,200[mm] 1,185[mm] 

ホイールベース 1,550[mm] 1,550[mm] 

トレッド 1,200[mm] 1,200[mm] 

車両乾燥重量 240[kg] 225[kg] 

前後重量配分 45:55 48:52 

 

 17model では軽量化を目標に各パーツ設計を行う

ことになりました．車重を軽くすることで遠心力を

減らすことができます．そのため，旋回中の速度を上

げることができるのでコーナリング性能の向上に寄

与します．また，コンセプト達成のためにサスペンシ

ョン班の班長を中心にジオメトリの見直しを行い，

ドライバーの意見を取り入れつつ新ジオメトリの設

計を行いました． 

 今年度は弊チームが普段活動している建屋が，製

作期である 2 月から 3 月にかけて新しい建屋に移設

され，工作機械の利用や作業場所が制限されること

からシェイクダウンの期日を例年より 1 ヶ月遅らせ，

4 月末としました． 

 

 

＜10 月＞ 

10月はデータ計測を行うための試走に向けて車両

整備をしました．ブレーキの固着を修理していたと

ころ，固着の原因がブレーキではなくペダルにある

ことが判明しました．プッシュロッドからの入力が

マスターシリンダーに対して垂直になっていなかっ

たことが原因で，マスターシリンダーの内部構造が

削れ，プッシュロッドが戻らなくなっていました．原

因が判明したのでペダルユニットを改良し，マスタ

ーシリンダーへの入力角度を改善したところ，問題

なく機能するようになりました．その後，試走とデー

タ計測を行い，11 月にある発表会に向けての設計に

取り掛かりました． 

また，下旬には本学で工大祭が開催され，弊チーム

も車両展示を行いました．多くの方にご来場いただ

き，また，ご声援もいただき，学生フォーミュラにつ

いて知っていただけたと思います．車両展示の様子

を以下の図 1 に示します． 

 

 

図 1 工大祭の車両展示 

 

＜11 月＞ 

11 月は設計発表会とメインエンジンの分解を行い

ました．サスペンション系のパーツの多くを 1 年生

が初めて担当したことや，ジオメトリの設計を煮詰

めていった結果，2 次元モデルのフレームと 3 次元

モデルのフレームに誤差が生じていたことが発覚し，

サスペンション系のパーツの設計に遅れが生じてい

ました． 

大会のエンデュランス中に，ブレーキが固着した

車両を無理に動かそうとした際に，車両から白煙が

上がったのが確認されたことと，現在使用している

メインエンジンが 5 年以上整備されていなかったこ

とから，TD とパワートレイン班の 1 年生によって
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メインエンジンの分解が行われました．分解を行っ

た結果，クランクシャフトを支えるメタルのベアリ

ングが熱で溶けていることが分かりました．また，

オイルパンの形状やオイルストレーナーの固定方法

等，様々な問題が見つかったのでシェイクダウンま

でに一つ一つ確実に改善していく必要があります．

そして，本格的な整備に合わせて，新たに MoTeC

を 17model に搭載するための作業も開始しまし

た．図 2 に設計発表会の様子を，図 3 にエンジン分

解の様子を示します． 

 

 

図 2 設計発表会 

 

 

図 3 エンジン分解 

 

＜12 月＞ 

12月は引き続きパーツの設計発表会が行われ，TD

から製作の許可が下りたパーツの製作が始まりまし

た．製作に入ったパーツから完成したモデルをTDに

渡し，TD が CAD 上で 17model のパーツのアッセ

ンブリを行いました．中旬には全パーツの設計が完

了し，加工の打ち合わせを FA や 3，4 年生の先輩方

と行った後に各自製作に取り掛かりました．また，下

旬には各パーツの図面をスタティックディレクター

(以後，SD)に提出し，寸法や幾何公差の表示方法等

の添削を行いました．弊チームはコスト審査での獲

得点数が低く，ここ数年の課題となっているので SD

だけでなく，チーム全員で協力して獲得点数の向上

を目指します． 

MoTeC 関係では，始動実験に不足しているパーツ

の把握が終わり，センサや配線の製作が始まりまし

た．図 4 に配線製作の様子を示します． 

 

 

図 4 MoTeC 用の配線製作 

 

＜1 月＞ 

 1 月は計画年休明けから各学年テストやレポート

提出の連続でしたので，メンバーには本業の方に専

念してもらうようにしました．作業工程の設計の際

にテスト期間を考慮するようにしたので，製作はあ

まり進んでいませんが，目立った遅れも生じていま

せん． 

パワートレイン班では，MoTeC を搭載したサブ

エンジンの始動実験が始まりました．同系統の

MoTeC を搭載している他大学と情報交換を行いな

がら，確実に車両への搭載へ向けて進むことができ

ています．また，エアロダイナミクス班では，ノー

ズの雄型が形になってきました．ノーズの製作の様

子を図 5 に示します． 

 

 

 

図 5 ノーズの雄型製作 
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＜2 月＞ 

 2 月になり，本学は春季休業期間に入りました．

月末から工作機械の移動が始まることもあり，1 日

中加工を行い車両製作に努めました． 

進捗状況は，フレームとサスペンション班の一部

のパーツで遅れが生じていました．サスペンション

班では加工経験のない 1 年生の一部に，加工ミスが

原因で 1 週間の遅れが生じていました．フレーム班

では溶接機やパイプベンダーの故障による遅延が原

因で 2 週間の遅れが生じていましたが，一部のパー

ツ製作を外注に変更して対処しまし，挽回に努めま

した． 

25 日には夢考房のプロジェクト発表会が開催さ

れました．1 年間の成果発表と車両展示を行い，ス

ポンサーや OB の方々から多くのアドバイスをいた

だくことができました．車両展示の様子を図 6 に示

します． 

 

 

図 6 プロジェクト発表会の様子 

 

＜3 月＞ 

 2 月末に夢考房が閉館となり，3 月の前半は引

越しの作業を行っていました．荷造りの段階でアラ

イメントの調整器具が発見されたので今後の試走に

役立てていきたいです． 

中旬までに旧夢考房から新夢考房への備品の搬入

が完了したので，3 月の後半は静的書類の製作に取

り掛かっていました．今年は新たな試みとして加工

工程書をコスト審査の提出書類に追加することにし

ました．昨年の試みであった組み立て工程書と合わ

せることで補足資料を充実させ，コスト審査におけ

る獲得点数の向上を目指します． 

また，静的書類の製作中に各パーツの進捗状況を

確認し，予定を再編成してもらうことで 4 月から始

まる製作に備えました． 

3 月ということもあり本学でも卒業式が行われま

した．夢考房でも卒業生を送る会が行われ，新たな

舞台へと旅立つ先輩方を送りました．卒業生を送る

会の様子を図 7 に示します． 

 

 

図 7 卒業生を送る会 
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2. 新リーダーからの挨拶 

 

工学部 機械工学科 3 年 

渡辺 基樹 

(ワタナベ モトキ) 

17model リーダー 

 

 

今回 17modelのリーダーを務めることになりまし

た渡辺基樹と申します． 

まずは，月間の活動報告が遅れてしまい申し訳あ

りませんでした．こちらの事情により，前任者からの

引継ぎが上手くいかず，遅くなってしまいました．今

後は継続的に発刊することができるようにスケジュ

ールやタスクの管理を徹底して参りますので何卒ご

容赦くださいますようお願い申し上げます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて，今年度ですがリーダーとして｢有言実行｣と

｢継続力｣の二つを目標に活動していきたいです．リ

ーダーとして活動していく中で，チームメンバーか

ら信頼されるというのは重要なことだと考えていま

す．ですので，今年度はチームメンバーから信頼され

るようなリーダーを目指したいです．また，今回の活

動報告書のように一度始めたものは最後まで責任を

もって全うすることができるように意識していきた

いです． 

最後になりますが，今年度掲げた目標に向けてメ

ンバー一同，精一杯活動して参りますので、変わらぬ

御支援・御鞭撻の程よろしくお願い申し上げます． 

 

 

 

 

 

3. 4月予定 

 製作再開 

 新入生勧誘 

 新入生向け講習会 
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